


























るのは、欧米の子どもに比べて5ヶ月ほど遅いことである(e.g., 子安, 1997; Wellman,





















最近の文化人類学的、文化比較研究(e.g., Bruner, 1990; Markus & Kitayama, 1991;




スと北山(Markus & Kitayama, 1991)は、文化の多様性を文化的自己観という概念で理論













































































































なる能力として、主に研究がおこなわれてきた(e.g., 菊池, 1988, 1998; 祐宗･堂野･松崎,






















知過程が含まれている(e.g., Eisenberg, Pasternack, Cameron, & Tryon, 1984; Eisenberg,
Shell, Lennon, Beller, & Mathy, 1987)。知覚、推論、問題解決、意思決定などの過程であ
る。これらの点に関係する研究の大半は、相互に結びついている、いくつかの変数を中心
に取り上げて行われており、主に道徳判断、役割取得を変数とした研究が多い(e.g.,
Hoffman, 1963; Mehrabian & Epstein, 1972; Eisenberg & Neal, 1979; Eisenberg & Miller,
1987; Krebs, 1975; 橋本, 1985; 菊池, 1991; 浜崎, 1992; 角田, 1992, 1994)。
こうした共感性および向社会的行動に加えて、第3番目の特徴として、思いやりには























































































































































開発された Socialization of Moral Affect―Parent of Preschoolers (SOMA: 道徳感情の社






















































3.3 手 続 き












































子どもの行動を誉める(8項目：Behavior Focused Positive Scenarios)
励ます(5項目：Encouragement)
























mean SD mean SD
Behavior Forcused Positive(子どもの行動を誉める) 3.39 0.86 3.82 0.86 t=-2.57*
(日本：α=.863，アメリカ：α=.822)
Encouragement(励ます) 3.03 0.74 2.98 0.79 n.s.
(日本：α=.710，アメリカ：α=.515)
Person Forcused Positive(子どもの人柄を誉める) 2.48 0.83 2.51 0.76 n.s.
(日本：α=.869，アメリカ：α=.806)
Conditional Approval(条件付で子どもを誉めたり、喜びを示す) 2.49 0.84 1.99 0.77 t=3.23**
(日本：α=.779，アメリカ：α=.710)
Disgust Teasing(嫌悪感を示す) 1.17 0.20 1.11 0.34 NA
(日本：α=－，アメリカ：α=.184)
Love Withdrawal(愛情がないような態度) 1.07 0.15 1.29 0.38 t=-3.96**
(日本：α=.503，アメリカ：α=.515)
Power Assertion(強圧的言及) 1.56 0.41 1.21 0.28 NA
(日本：α=.289，アメリカ：α=.115)
Public Humiliation(公衆の前で辱める) 1.34 0.34 1.13 0.25 t=3.57*
(日本：α=.534，アメリカ：α=.644)
Nonverbal Punishment(体罰) 1.58 0.41 1.28 0.34 NA
(日本：α=.334，アメリカ：α=.175)
Ambivalence(行動に対して異なった面から言う) 2.08 0.52 1.21 0.40 t=9.67**
(日本：α=.311，アメリカ：α=.595)
Person Forcused Negative(子どもの人柄へ否定的言及) 1.18 0.24 1.03 0.15 t=3.84**
(日本：α=.479，アメリカ：α=.710)
Victim Focused Induction(他者の気持ちへ誘導) 2.90 0.66 2.84 0.72 n.s.
(日本：α=.783，アメリカ：α=.774)
Teacher Forcused Induction(先生の気持ちへ誘導) 1.74 0.40 1.44 0.36 t=3.95**
(日本：α=.773，アメリカ：α=.718)
Request Justification(行動の理由を聞く) 3.71 0.59 3.44 0.87 t=1.82+
(日本：α=.649，アメリカ：α=.767)
Behavior Focused Negative(行動の悪い所指摘) 2.35 0.74 2.47 0.92 n.s.
(日本：α=.763，アメリカ：α=.803)
Behavior Focused Induction(子どもの行動に焦点をあてて誘導) 3.32 0.71 3.40 0.96 n.s.
(日本：α=.242，アメリカ：α=.539)
Teaching Reparation(行動の結果を教えて償わせる) 2.32 0.62 2.26 0.50 n.s.
(日本：α=.762，アメリカ：α=.656)
Neglect Ignoring(子どもの行動に気づかないふり) 1.76 0.41 1.80 0.35 n.s.
(日本：α=.645，アメリカ：α=.467)
Modeling(モデリング) 2.79 0.71 1.75 0.52 NA
(日本：α=.439，アメリカ：α=.029)
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研究協力者 東京の幼稚園児 31 名(男子 17 名、女子 14 名、月齢 48ヶ月-60ヶ月、平均
月齢 52.74ヶ月(SD = 3.68))。
感情理解課題 Denham(1986)による一般的な子どもの感情を表した8課題(Stereo

































研究が行われてきた(e.g., Premack, & Woodruff, 1978; Lecce, & Hughes, 2010)。特に、文
化による相違は心の理論課題が他者理解の何を測っているのかを改めて問うこととなっ


























































TOM 3課題正答 TOM 3課題誤答
デンハム ST 課題 14.20 14.22
デンハム NST 課題 15.55 15.67
TOM 5課題正答 TOM 5課題誤答
デンハム ST 課題 14.11 14.40
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